
一般財団法人 日本冷媒・環境保全機構

階層管理の考え方
〜複数拠点の管理をシンプルにする階層構造〜
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・本社（管理部門） から事業所へ連絡、担当者の作業進捗が見えない。

・複数事業所のデータ集計作業が煩雑。

・会社全体/セクション（エリア）/事業所単位での集計・閲覧が容易ではない。

・算定漏えい量の計算や法令対応に関する不安。

紙やエクセル管理の課題
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複数拠点を紙やExcelで管理すると、次のような課題が発生しがちです。
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RaMSで階層管理のポイント
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RaMSで階層管理を作成する場合に、自社の組織が複雑でどのように作成したら・・・

企業によって組織構成、事業所数、エリアなど状況が違う・・・

RaMSで階層管理を作成する場合、以下のポイントを押さえて自社の階層構造をお考えください。

RaMSの階層管理仕様

・階層構造は全部で３階層まで作成できます
・統括部署は第2階層、または第3階層になります（本社設定で第3と第2は区別されます）
・統括部署は閲覧しかできません（RaMS-ex,報告書やデータのダウンロードは可）
・階層承認は第二階層 第一階層どちらからでも承認依頼はできます。
・承認依頼を受けた階層は承認有効期限が3日間（72時間）の間に承認処理を行います。

・第一種特定製品が設置してある事業所が第一階層になります。
・第一階層の事業所を集計する統括部署が第二階層になります。
・第二階層を集計する統括部署が第三階層（本社）になります。

・事業所登録時に、利用料金精算方法をC方式（統括部署にてまとめ払い）を選択した
場合、請求書は統括部署で登録したメールアドレスに送付されます。
・C方式を選択した場合、支払リンク作成が完了するまで、機器の登録はできません。 ≪C方式（例）≫
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RaMSで階層管理のポイント
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階層作成のポイント

・第1階層に第一種特定製品がある事業所・営業所・工場・部署などを主に作成します。

・まずは、並列に機器のある事業所単位で考えていきます。

・事業所の中で管理する課などを分けたい場合は、

①並列で同じ事業所を作成し、管理する単位ごとに作成します。

（デメリットとして事業所数が増えることが、考えられます）

②1つの事業所の中で、施設名称を登録時に名称+管理する課名で登録し、運用は検索機能で課ごとに検索・管理します。

（デメリットとして、同じIDでログインすることになるので、IDの共有が必要）

・第一階層の事業所・営業所・工場・部署などのデータを管理したい部署・会社を第2階層に設置します。

・管理する第2階層統括部署と管理する第一階層の事業所をリンクで繋いでいきます。

・第2階層では繋いだ第1階層の事業所が集約されて閲覧できます。

・2つの第2階層と1つの第1階層間でリンクを繋ぐことで、2つの第2階層で同じ第1階層の情報を共有閲覧できます。

・第3階層は第2階層とリンクを繋げることで、第2階層にリンクされている第1階層の情報が集約・閲覧できます。

・HD（ﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ）が他のグループ会社の状況を集約する場合、第4階層はできませんので、以下の方法で作成してください。

①グループ会社の第2階層に新規にグループ会社の第1階層を集約する統括部署を作成します。

②新たに作成した第2階層にグループ会社のすべての第1階層をリンクで繋ぎ、第2階層とHDの第3階層を繋ぎます。

神奈川事業所 第一営業課 研究所（仙台）

神奈川事業所（資材課） 神奈川事業所（販売課） 神奈川事業所（製品管理課）

※グル－プ会社の環境フーズ㈱を日本ラムズ㈱HDの第二階層に
つなげてグル－プ全体の集計・分析もできます。 ※グル－プ子会社
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階層構造例①
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B‐環境パートナ－ズ(株)

【合計 105 台】
Y*********

経理財務部

人事総務部

第一営業部

第二営業部

第三営業部

営業開発部

運輸部

階層1

階層2

事業所

（Hコード）

事業所

（Yコード）

【合計 5 台】

H*********

【合計 20 台】

H*********

【合計 30 台】

H*********

【合計 5 台】

H*********

【合計 15 台】

H*********

【合計 20 台】

H*********

【合計 10 台】

H*********

所在地からの統括管理図

Tips：
第2階層、第3階層を組織内の関連会社等も構築できます。
関連会社などと第1階層を並行してリンクを結ぶことで、
関連会社としてまとめた集計ができます。
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階層管理で管理状況を把握できます 〜無料解析ツールRaMS-ex利用〜

・無料解析ツールRaMS-exを使用して、各階層ごと（事業所単位）の集計が可能
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いつでも算定漏えい量を把握し、事業所ごとの状況も本社管理部門で確認可能できます。報告書作成に活用できます。

統括部署情報一覧から、算定漏えい量を部署ごとに管理

階層3

階層2

階層2

階層1

階層1

統括でログイン

統括階層管理で全社の算定漏えい量を見える化① 〜入力データを一括集約〜
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③ 組織変更に柔軟に対応し管理機器の移管が可能です。

① 本社、支社を統括部署として登録し、支社、事業所とそれぞれ紐付けることでシステム内に階層構造

    （3階層まで）を構築できます。

② 統括部署（本社、支社）は瞬時・リアルタイムで統括する組織のデータの閲覧、算定漏えい量の集計、確認ができます。

ただし、統括部署はデータ登録、承認など機器に直接入力することはできません。

＊本社で管理する機器がある場合は、本社の機器を取りまとめ管理する事業所として、統括部署とは

 別に｢管理Z｣を登録し、｢管理Z｣で本社の機器を管理します。 支社の場合も同様です。

統括階層管理で全社の算定漏えい量を見える化② 〜入力デ－タを一括集約〜
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